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ゆかたではんなり。新町散歩

　“えりをただす”、“しつけ” などの言葉は着物
の文化から派生したもの。日本の伝統文化とそ
の心に触れようと、五條中学校２年生の生徒 61
人がゆかたの着付け教室を受講しました。
　浴衣で新町の町並みを歩きながら、「帯を締め
ると背筋がピンとなる」と話していた生徒たち。
着物の美しさだけではなく、礼儀作法やマナー
など、日本の心や伝統の重みを感じたようです。
写真：五條新町（７月９日撮影）　
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ゆかたを着
て歩く

江江戸時代の町なみ。

日本の心を体
験！
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みんなとつながる。こうほうごじょう。



災
害
へ
の
備
え
を

見
直
そ
う

地
震 

／ 

台
風
に
よ
る 

集
中
豪
雨

　

五
條
市
に
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
た
紀
伊
半
島
大
水
害

を
は
じ
め
、
近
年
日
本
各
地
で
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
以
降
、

防
災
や
地
震
へ
の
対
策
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。

こ
の
機
会
に
、
近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南

海
・
南
海
地
震
な
ど
の
巨
大
地
震
や
、
毎
年
発
生
す
る
風
水

害
へ
の
備
え
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
本
付
近
に
前
線
が

停
滞
し
て
い
る
と
き

▼
台
風
が
日
本
に
近
づ

い
て
い
る
と
き
や
上

陸
し
た
と
き

▼
大
気
の
状
態
が
不
安

定
で
、
雷
雲
が
発
生

す
る
と
き

集
中
豪
雨
は
ど
ん
な

時
に
発
生
す
る
の
？集中豪雨が

　発生すると…
▼河川が急に増水する・氾濫する

▼家屋が浸水したり、道路が冠水したりする

▼土砂崩れやがけ崩れが発生する

！ 時間雨量 20ミリ以上

累積雨量 100 ミリ以上！
災害に
注意が必要

近年の大雨災害の多くは台風などによる集中豪雨

によるものです。集中豪雨が続くと河川があふれ

たり、土砂崩れが発生したりして、大きな災害を

引き起こす危険性が高まります。

　毎年各地に被害をもたらす、大雨による水害や土砂災害

 台風による 集中豪雨に注意！

前線が停滞し、温かく湿った風が吹き込
むと集中豪雨が発生しやすくなります。

2地震への備えを見直そう



　

７
月
５
日
に
吉
野
川
河
川

敷
で
五
條
市
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
に

は
陸
上
自
衛
隊
や
奈
良
県
警

察
本
部
、
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
本
部
や
、
五
條
市
自
治

連
合
会
、
自
主
防
災
会
、
五

條
市
消
防
団
、
五
條
市
赤
十

字
奉
仕
団
が
参
加
。
参
加
者

は
災
害
時
の
対
応
を
改
め
て

確
認
し
、
防
災
意
識
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

自
主
避
難
す
る
と
き
は
？

▼
市
役
所
危
機
管
理
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

☎
２
２
・
４
０
０
１（
代
表
）

▼
最
寄
り
の
避
難
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

※

食
糧
、
毛
布
な
ど
は
提
供
さ
れ
ま
せ

ん
。
ご
自
身
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

気
象
情
報
に
注
意
！

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
気
象
情
報

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

早
め
の
避
難
！

　

気
象
情
報
に
注
意
し
て
、

危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て

ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
？

五條市
周辺の活断層

五條市

災害に備えて準備するもの、決めておくこと 奈
良
県
付
近
に
は
多
く
の
活
断

層
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
生

が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南

海
地
震
な
ど
、地
震
は
い
つ
起
こ

っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、家
庭

で
の
備
え
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

１．避難するとき持ち出す最小限の必需品
　 　懐中電灯、ラジオ、衣類などの生活用品や、無いと不

便なコンタクトレンズ、めがねなど、普段の生活に必要
なものを準備しておきましょう。

２．家族との連絡方法
　

　大規模な災害の場合は電話が通じないことが多いです。
家族の無事を確認するため、避難する場所や、どのよう
に連絡をとりあうか相談しておきましょう。
（電話会社が提供する災害時の伝言ダイヤルやインターネット

の掲示板などを利用すると便利です）

３．防災知識の向上
　

　五條市では、それぞれの地域に自主防災組織が結成され、
訓練や講演会を行っています。また、五條消防署では救
命講習会などを開催しています。それらの訓練に積極的
に参加して防災知識を高めましょう。

災
害
情
報
リ
ン
ク

※
携
帯
電
話
の
Q
R
コ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
よ
み
こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
デ
ー
タ
の
読
み
込
み
に
通
信

料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

被
害
が
広
い
範
囲
に
お
よ
ぶ
大

規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、市
や

県
、国
、消
防
な
ど
の「
公
助
」と
よ

ば
れ
る
救
助
活
動
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、災
害
へ
の
初
期

の
対
応
で
大
切
な
こ
と
は
、第
一
に

自
分
自
身
を
守
る「
自
助
」、第
二

に
、と
な
り
近
所
や
地
域
で
助
け
合

う「
共
助
」、最
後
が「
公
助
」と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。災
害
時
に
は
、ま
ず

自
分
や
家
族
の
命
を
守
り
、地
域
で

助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

大
規
模
災
害
が
発
生
！

そ
の
時
助
け
て
く
れ
る
の
は

　
　
　
　
　

誰
で
し
ょ
う
？

１．自助

３．公助

２．共助

■
問
合
先

　

危
機
管
理
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
２
）

五
條
市
防
災
訓
練

　

開
催
し
ま
し
た
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外国語指導の「五條の皆さんありがとう」７/９

　

市
内
の
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
で
語
学
指
導

を
し
て
い
た
セ
ー
ラ
・
デ
ィ
ン
ハ
ム
さ
ん
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）
と
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・

マ
イ
ヤ
ー
ス
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
が
任
期

終
了
の
た
め
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
太
田
市

長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
長
を
前
に
セ
ー
ラ
さ
ん
は
「
楽
し
い
二
年

間
で
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
み
ん
な
優
し
か

っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感

謝
を
述
べ
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
「
日
本
で

の
２
年
間
は
素
晴
ら
し
い
経
験
。
困
っ
た
と
き

に
は
い
つ
も
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
つ
か

五
條
に
帰
っ
て
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

五條牧野クラブ 3 年ぶり 4回目 小学生バレーボール全国大会出場決定7/14

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
五
條
牧
野
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

カ
ッ
プ
第
34
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
の
奈

良
県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　

出
場
を
前
に
、
五
條
牧
野
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
市
長
に

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
選
手
を
代
表
し
て
中
村
さ
く
ら
さ

ん
（
キ
ャ
プ
テ
ン
・
牧
野
小
６
年
）
が
、「
優
勝
を
狙
い
ま

す
」
と
力
強
く
目
標
を
述
べ
ま
し
た
。
太
田
市
長
は
「
勝

と
う
と
い
う
気
持
ち
が
力
に
な
る
。
チ
ー
ム
で
支
え
あ
っ

て
頑
張
っ
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

太田市長に出場を報告した五條牧野クラブの皆さん。

セーラさん
ジェニファーさん 帰国

「五條の事を忘れずに、子どもたちに会いに戻ってきて」と太田市長。

毎月開催、カルム五條の離乳食教室
たくさん食べて元気に育って7/14

　

３
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
保
護
者
を
対

象
に
、
カ
ル
ム
五
條
で
開
催
し
て
い
る
離
乳

食
教
室
。
今
回
は
６
組
の
親
子
が
参
加
し
て
、

栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、
皆
で
楽
し
く
離
乳

食
を
作
っ
た
り
、
試
食
し
た
り
し
ま
し
た
。

教
室
の
時
間
は
保
健
師
が
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て

く
れ
る
の
で
、
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

育
児
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
友

達
作
り
の
た
め
に
も
、
対
象
と
な
る
皆
さ
ん

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

離乳食教室はお母さんの友達作りにも最適です。

実際に離乳食づくりを体験。

4GOJO フォトニュース
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和装教育国民推進賛助会鶴の会

教育委員会に浴衣等を寄贈
6/26

　

和
装
教
育
国
民
推
進
賛
助
会
鶴
の

会
（
鶴
岡
好
子 

代
表
）
か
ら
教
育
委

員
会
へ
、「
着
物
を
通
じ
て
日
本
の
伝

統
文
化
の
良
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
」と
、

男
性
用
の
ゆ
か
た
・
角
帯
・
腰
ひ
も

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
本
団
体
は

こ
れ
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
市

内
の
中
学
校
で
着
付
け
の
指
導
も
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
堀
内
教
育

長
か
ら
は
、「
我
が
国
の
伝
統
や
文
化

を
継
承
発
展
さ
せ
、
教
育
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
き
ま
す
」
と
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

ハウス柿、出荷開始
五條市の自慢の味を、一足早く7/2

　

五
條
市
の
特
産
品
、柿
の
味
を
一
足
早
く
楽
し
め
る
「
ハ

ウ
ス
柿
」
の
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
柿
は
初

夏
の
日
差
し
で
育
つ
た
め
、
糖
度
が
高
く
品
質
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
初
出
荷
で
は
２
キ
ロ
の
ケ
ー

ス
、
６
０
０
箱
が
全
国
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
上

西
正
晃
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
ハ
ウ
ス
柿
部
会
部
会
長
）

は
、「
今
年
は
春
は
温
か
く
、
初
夏
が
涼
し
か
っ
た
お
か

げ
で
、
品
質
の
良
い
、
お
い
し
い
柿
が
で
き
ま
し
た
」
と

自
慢
の
柿
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「日本の伝統文化を学んでほしい」と鶴岡氏。

五條西中学校と社会福祉法人正和会が連携協定
福祉・介護への理解を深め、思いやりを育もう7/4

　

学
校
が
地
域
の
活
動
に
参
加

し
、
高
齢
者
と
交
流
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
優
し
さ
や

思
い
や
り
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
こ
の
度
五
條
西
中
学
校
が

近
隣
の
介
護
・
福
祉
施
設
を
運

営
す
る
社
会
福
祉
法
人
正
和
会

（
飯
田
明
子 

理
事
長
）
と
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
中
学
生
が

職
業
体
験
を
し
た
り
、
福
祉
施

設
職
員
が
出
張
講
義
を
し
た
り

し
な
が
ら
両
者
の
人
的
交
流
を

深
め
る
目
的
の
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
が
一
層
地
域
と
関
わ
り
、

社
会
に
貢
献
し
な
が
ら
成
長
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域に根ざして、組織を超えた人的交流を目指します。

こ
の
秋
、

柿
の
収
穫
や

選
果
の
仕
事
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

五
條
市
は
柿
の
生
産

量
日
本
一
の
ま
ち
。
秋

に
な
れ
ば
柿
の
収
穫
作

業
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。

澄
ん
だ
秋
空
の
下
、
柿

の
収
穫
作
業
や
大
き
な

選
果
場
で
仕
事
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
雇
用
時
期

　

９
月
～
12
月
頃

■
問
合
先

▽
五
條
市
ふ
る
さ
と

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
２
６
・
０
１
０
３

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
市

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
３
８
６
７

※

五
條
市
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
は
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。

ハウス柿部会のマスコットキャラクター、
柿奈もおいしいハウス柿をＰＲ。

生産者の皆さんが丹精込めて作ったハウス柿です。
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周辺の皆さんにはご不便をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。
■午後6時～10時
▼大川橋北詰～五條３丁目東田中団
地東側交差点

▼五條３丁目東田中団地東側交差点
～市斎場 (ﾊｰﾄﾋﾟｱさくら )進入口前

■午後７時～10時
▼五條３丁目東田中団地東側交差点
～国道２４号五條３丁目交差点

■午後９時～10時30分
▼JR五条駅前～国道２４号五條３丁
目交差点

会場周辺の通行止め
区間にご注意ください！

第43回吉野川祭りイベント予定

 9:00～16:00　◎第30回吉野川祭り学童軟式野球

大会（上野公園）

14:00～　　　 ◎自衛隊による装備品の展示およ

び撮影会、露店

　　　　　　  ◎市内関係機関・団体のアンテナ

ショップ開設等

18:30～　  　 ◎万灯会法要（市営墓地極楽寺）

19:00～19:45  ◎灯ろう流しー辯天宗－（野原側河

川敷）

20:00～21:00  ◎納涼花火大会

21:00  　  ◎終了

花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
音
楽
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
音
楽
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
音
楽
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

吉
野
川
祭
り

吉
野
川
祭
り

吉
野
川
祭
り

第
43
回

第
43
回

　

８

　

８
月
15
日（
金
）
開
催

日（
金
）
開
催

納
涼
花
火
大
会

納
涼
花
火
大
会 

20
時
～
21
時

　

８
月
15
日（
金
）
開
催

納
涼
花
火
大
会 

20
時
～
21
時

奈良交通バス  
（臨時便運行予定） 

停留所 時  間  

五条駅北口  
岡  

田園１丁目 
 田園３丁目 
 田園５丁目 

21:50   
21:52   
21:56  

 21:58  
 22:03  

 ※五条駅ＪＲ列車の臨
時増便は、決定しだ
い市ホームページ等
でお知らせします。

　
「
た
ま
や
〜
」「
か
ぎ
や
〜
」
の

か
け
声
で
お
な
じ
み
の
、
花
火
文

化
に
名
を
残
す
花
火
師「

屋
弥
兵

衛
」
は
、
五
條
市
の
出
身
で
し
た
。

花
火
の
ふ
る
さ
と
五
條
市
で
開
催

さ
れ
る
吉
野
川
祭
り
は
奈
良
県
で

唯
一「
全
国
花
火
大
会
百
選
」
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

今
年
は
特
に
花
火
の
内
容
を
充

実
さ
せ
て
開
催
し
ま
す
。「
納
涼
花

火
大
会
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

吉野川祭り会場周辺図（公共交通を利用しましょう）

五條
病院

健民グラウンド

吉野川吉野川

五條小学校
グラウンド

JR五条駅
五條高校跡地
（下側部分）

辯天宗国道西駐車場

グラウンド
五條
警察署

五條
郵便局

通行止

京奈和自動車道

24

立ち入り
禁止区域

↑↑

本陣
交差点

路線バス乗り場

会　場

：駐車場
↑：大川橋歩道一方通行
　　午後 6時～ 10時
：車両通行止め
　時間は左記のとおりです

帰りの渋滞を避けるには、会場から遠くの駐車場がおすすめです。
【車いすエリアの申込】　日常生活に車いすを利用している皆
さんに、観覧エリアを設けています。８月８日（金）までに
事務局に連絡してください。

【荒天時にはスケジュールが 変わる場合があります】
　五條市ホームページや会場内アナウンス等によりお知らせ
しますのでご注意ください。

■問合先　吉野川祭り実行委員会事務局
　（企業観光戦略課内）本庁（内線 210）

市役所

保健福祉センター
（カルム五條）

6くらしのメモ



i
広
報
紙
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

広
報
紙
閲
覧
ア
プ
リ

ス
マ
ホ
で
広
報

ど
こ
で
も

い
つ
で
も

　

五
條
市
が
発
行
す
る
広
報
紙
「
広

報
五
條
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲

覧
で
き
る
ア
プ
リ
が
利
用
で
き
ま
す
。

毎
月
1
日
に
発
行
さ
れ
る
最
新
号
が

皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
等
に
届
き
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
エ
コ
な
広
報
紙
、

「
i
広
報
紙
」
を
皆
さ
ん
も
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　

ア
ッ
プ
ル
社
が
運
営
す
る
、

A
p
p　

S
t
o
r
e
（
ア
ッ
プ

ス
ト
ア
）
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
系
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
対
応
す
る
ア
プ
リ
は
、

10
月
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■対応機種　「i 広報紙」
は次の機種に対応した
アプリケーションです。
▼iPhone
▼iPod touch
▼iPad

こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
広
報
五
條
の
広

告
を
取
り
扱
っ
て
い
る
広
告
代
理
店
、
㈱
ホ
ー

プ
（
福
岡
市
中
央
区
）
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課
文
書
広
報
係

　
　
　
　
　

本
庁
（
内
線
２
８
６
）

花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
音
楽
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

吉
野
川
祭
り

第
43
回

　

８
月
15
日（
金
）
開
催

納
涼
花
火
大
会 

20
時
～
21
時

お
店
を
始
め
た
い
人
の
起
業
を
サ
ポ
ー
ト

「
魅
力
あ
る
お
店
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
お
店
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
魅
力
あ
る
お
店
は
街
の
環
境
も
変
え
て
い
き
ま
す
。

意
欲
あ
る
皆
さ
ん
と
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者　

市
内
で
お
店
を
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
人
、
す
で
に

お
店
を
し
て
い
る
人
や
後
継
者

等
■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

20
人
程
度

■
内
容　

身
近
す
ぎ
て
誤
解
さ
れ

が
ち
な
店
へ
の
理
解
を
深
め
、

自
身
の
お
店
へ
の
想
い
を
練
り

上
げ
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
成
長

に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
切
磋
琢

磨
し
て
、
魅
力
あ
る
お
店
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

募
集
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

ま
た
は
持
参
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

８
月
22
日
（
金
）

〜
第
１
回
〜

▼
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
講
師  

川
野　

正
彦
氏
（
ス
タ
イ
ル

ジ
ャ
パ
ン
研
究
所
主
宰
。
18
年
間
で
７

店
舗
を
運
営
。
新
業
態
店
開
発
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め

る
。）

■
日
時　

９
月
16
日
（
火
）

　

午
後
７
時
〜
（
予
定
）

※

年
８
回
程
度
・
途
中
参
加
可
。

2015

2015

▼色　すほう色（奈良県章の色）または黒

▼大きさ　表紙 145×85ｍｍ、厚さ約９ｍｍ

▼手帳の内容　カレンダー、日記、予定表、お天気マーク（過去５年） 、

大和の主な行事、季節の花、全国の県・市町村などの主要統計デ

ータ、便覧、相談窓口、県内救急医療施設、年齢早見表など

■申込・問合先　地域政策課 本庁（内線 242）

2015年版 奈良県民手帳予約受付中！

予約締切

8/26（火）

１冊５
００円

奈良県の
便利な情報を
多数掲載！

■
申
込
・
問
合
先

　

企
業
観
光
戦
略
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
５
）

　

fax
２
２
・
２
２
０
２

　

kanko@
city.gojo.lg.jp

◎
一
昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
が
、

　

田
園
で
コ
ー
ヒ
ー
豆
販
売
店
を

　

開
業
し
ま
し
た
。
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国 際 交

流

E x c h ange
I n ternational

　　　Unbelievably, two years have now passed since 
I first came to Gojo after graduating from university. 
And what an amazing two years it has been! I have 
enjoyed many memorable experiences while on the 
JET Program. Some highlights include seeing ice 
sculptures in Hokkaido, cycling on the Shimanami 
Kaido through a typhoon, attending a ukiyo-e lecture 
in Hakone, skiing in the powder of Niigata, visiting and 
crying at Nagasaki, eating delicious maguro in Kii 
Katsu-ura, shopping in Omotesando, making kaki no 
ha zushi in Nishi Yoshino, strolling through Shinmachi 
during Hanarart, doing tea ceremony in Kyoto and 
more! 
　　　While those memories are near and dear to me, 
what I’ll often look back on is the relationships and 
memories I made with people in Gojo. In particular, I 
will terribly miss all of my students and the staff 
members of each school I visited. Being able to discuss 
controversial issues in my community English 
conversation class, learn the Kansai dialect and 
Japanese school system with my students, and make 
friends with fellow colleagues have all been extremely 
rewarding. It was such a joy and privilege to learn and 
work with each and every one of you. Thank you so 
much for your kindness and insight over these past 
two years. It is with a sad heart that I return to 
America. 
　　　Living in Gojo has reinforced the importance of 
一期一会 for me. Everyone I interacted with in Gojo, 
even just once, has left an impression on me. I hope 
that likewise, I have imparted a good impression and 
was able to help share some of my culture with you. 
From now on I will strive to approach everything with 
the idea of 一期一会 and to treasure every moment, 
every person with an open attitude. Wherever life 
takes me, I will be sharing my experiences of Japan 
and showing them the hospitality, humor, and love 
that I received in Gojo. I ask you to do this as well and 
treat other cultures with an open mind and heart. I 
know that my country could learn a lot from my 
Japanese students like I did. � 
　　　Thank you again for everything and see you 
later! I’m hoping that someday, somewhere we will 
meet again. Until then, please take care. 

　信じられませんが、私が大学を卒業して初めて五條に来て
から、もう2年が過ぎました。なんて素晴らしい2年だったこ
とでしょう！私は、JETプログラム（The Japan Exchange 
and Teaching Programme「語学指導等を行う外国青年招致
事業」）に参加している間に、たくさんの記憶に残る経験を
させていただきました。北海道で雪祭りを見たこと、台風の
中しまなみ海道をサイクリングしたこと、箱根で浮世絵講座
に参加したこと、新潟のパウダースノウの中でスキーをした
こと、長崎を訪れて涙したこと、紀伊・勝浦で美味しいマグ
ロを食べたこと、表参道で買い物をしたこと、西吉野で柿の
葉寿司を作ったこと、Hanarart（はならぁと）の期間中に新
町通りを散歩したこと、京都で茶道を体験したことなどで
す！
　これらは私の大切な思い出ですが、五條で出会った皆さん
と築いた関係や一緒に過ごした日々も、この先よく思い返す
ことでしょう。特に、勤務させていただいた学校の生徒たち
や先生方とお別れするのは非常に寂しいことです。公民館の
英会話講座で生徒の皆さんと論議したこと、学生たちから関
西弁や日本の学校のシステムを学んだこと、同僚の先生方に
親しくして頂いたことなどは、特に大切な思い出です。皆さ
んと共に学び仕事ができたことはとても光栄に思っています。
この二年間、親切にしていただき、また理解を示していただ
きまして本当にありがとうございました。アメリカに帰国す
るのはとても悲しいです。
　私は五條で過ごして、「一期一会」の縁を実感しました。
五條でお会いした方々からは、たとえそれが一度きりだった
としても、私は強い影響を受けました。同じように、私も皆
さんによい印象を持っていただき、私の文化を共有していた
だいたのであれば幸いです。私は、これからも一期一会を心
得て、何事にも挑戦し、どんな時もどんな人にも広い心で接
していくつもりです。将来どんな道に進もうとも、日本での
経験を分け合い、五條で受けたおもてなしの精神や、ユーモ
アや愛情を皆に示していこうと思います。皆さんも一期一会
を大切にされ、異文化を寛大な心で受け止めていただけます
ようお願いいたします。私がそうであったように、私の祖国
アメリカも、日本の学生からたくさんのことを学んだのでは
ないでしょうか。
　最後にもう一度、本当にありがとうございました。いつか
どこかでまたお会いできることを楽しみにしています。それ
まで、どうかお体にお気を付けください。

“ “Believe in the power of 一期一会”” “ 一期一会の力を信じて”

英語
コミュ

ニケー
ション

第 64 回

～near and dear～ とても大切なものを表すとき、”close to your heart”　や　
“near and dear to your heart”　という表現を使います。これは、自分に関係
のある場所、人、物事すべてに使える表現です。

   例）Gojo is a place that is very near and dear to my heart. So I will be sad to leave.
　　  「五條は私の愛しい場所です。だから去るのは悲しいです。」

表すとき、”close to your heart” やや

こんに
ちは、　

ジェニ
ファー

 マイヤ
ースで

す

8国際交流



図書館
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図
書
館
だ
よ
り
８ 月

そ
の
他
新
刊 

 

〜
大
人
の
本
〜

★
帰
ら
ず
の
海
（
馳
星
周
／
著 

徳
間
書
店
）

★
台
所
道
具
を
一
生
も
の
に
す
る
手
入
れ

術
（
日
野
明
子
／
著　

誠
文
堂
新
光
社
）

★
血
管
を
強
く
す
る
「
水
煮
缶
」
健
康
生
活

（
女
子
栄
養
大
学
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
著

　

ア
ス
コ
ム
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

■
問
合
先　

市
立
図
書
館　

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

え
ほ
ん
の
と
び
ら
（
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

　

８
月
９
日
（
土
）
14
時
〜
14
時
30
分

お
は
な
し
会
（
３
歳
〜
小
学
生
対
象
）

　

８
月
24
日
（
日
）
14
時
〜
14
時
30
分

そ
の
他
新
刊 

 

〜
子
ど
も
の
本
〜

★
ほ
し
を
も
っ
た
ひ
め
（
八
百
板
洋
子
／
文

　

福
音
館
書
店
）

★
お
父
さ
ん
が
教
え
る
作
文
の
書
き
か
た

（
赤
木
か
ん
こ
／
著　

自
由
国
民
社
）

★
ま
ざ
あ
・
ぐ
う
す　

復
刻
（
北
原
白
秋
／

訳　

復
刊
ド
ッ
ト
コ
ム
）

お
ス
ス
メ
新
刊
大
人
の
本

子
ど
も
の
本

お
ス
ス
メ
新
刊

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！

７
月
１
日
、２
年
間
の
任
期
が

終
わ
り
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

真
っ
た
だ
中
の
ブ
ラ
ジ
ル
を
後

に
、無
事
日
本
に
帰
国
し
ま
し

た
。何

よ
り
寂
し
か
っ
た
の
が
生

徒
と
の
別
れ
。彼
ら
は
私
の「
海

外
で
日
本
語
を
教
え
た
い
」と

い
う
夢
を
か
な
え
て
く
れ
ま
し

た
。そ
ん
な
彼
ら
に
も
夢
を
持

っ
て
ほ
し
い
、そ
う
思
い
最
後

に
20
年
後
の
自
分
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
い
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
分
で
何
か
を
想
像
し
て
表

現
す
る
こ
と
が
苦
手
な
生
徒
た

ち
で
し
た
が
、楽
し
く
書
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
中
に

は
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
書
い
て

も
い
い
よ
」と
言
っ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、日
本
語
で
一
生

懸
命
書
く
子
ど
も
も
お
り
、彼

ら
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、い
ざ
自
分
が
書
く
と

な
る
と
四
苦
八
苦
（
笑
）。同
僚

の
先
生
か
ら
は
、「
20
年
後
ブ
ラ

ジ
ル
に
来
る
た
め
に
お
金
を
貯

め
て
ね
」と
か
わ
い
い
豚
の
貯

金
箱
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ

て
20
年
後
、ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
出
会
え
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
２
年
間
、本
当
に
様
々

な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
の
手
紙

✉ 第
12
通

（
文
・
写
真
） 

井
田　

有
希 （
い
だ　

ゆ

き
）　

五
條
市
西
吉
野
町
出
身
の
23
歳
。

「
世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
に
日
本
語
を

教
え
た
い
」と
J
I
C
A
日
系
社
会
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン

パ
ウ
ロ
州
ジ
ャ
カ
レ
イ
日
本
語
学
校
で

２
年
間
勤
務
し
、７
月
に
帰
国
。

お
別
れ
会
で
生
徒
た
ち
と
写
真
。

20
年
後
同
じ
写
真
が
撮
れ
る
か
な
？

だ
き
ま
し
た
。何
よ
り
、自
分

が
こ
れ
ま
で
知
ら
な
い
う
ち

に
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
は
、国
や
文
化
が
変
わ

れ
ば
全
く
当
た
り
前
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。し
か
し
そ
ん
な
自

分
の
固
定
概
念
を
壊
し
、新
し

い
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
異

文
化
で
暮
ら
す
お
も
し
ろ
さ

で
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
経

験
は
き
っ
と
海
外
だ
け
で
な

く
、身
近
な
生
活
の
中
で
も
生

か
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
日
本

人
同
士
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
価

値
観
、経
歴
、年
齢
な
ど
で
み

ん
な
が
異
文
化
を
持
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

長
ら
く
の
間
、ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

M
uito obrigada!

（
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
）

井
田
有
希
の

知の巨人
  （佐藤　雅美／著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

徳川吉宗に「天下

国家を治める道」

を説いた思想家、

荻生徂徠。中国伝

来の朱子学を乗り

越え、日本の近代

思想の礎を作った

稀代の天才の生涯

を描く。

写真で知る！びっくり日本一
  （パイインターナショナル出版）

日本一高い自立式

電波塔、日本一出

力の大きな風力発

電所、日本一樹齢

の古い杉、日本一

深い V字峡谷…。

いろいろな「日本

一」を、写真で紹

介します。

親
子
で
楽
し
い
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作

（
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
ま
で　

親
子
で
先
着
５
組
）

　

８
月
23
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

■
募
集
受
付　

８
月
２
日
（
土
）
〜

　

図
書
館
窓
口
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

日
本
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
！
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毎
年
夏
に
は
熱
中
症
で
搬
送
さ

れ
る
人
が
多
く
、
重
症
の
と
き
に

は
亡
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ⅰ
度
（
熱
け
い
れ
ん
、
熱
失
神
）、

Ⅱ
度
（
熱
疲
労
）、Ⅲ
度
（
熱
射
病
）

に
重
症
度
は
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
度
の
症
状
の
め
ま
い
、
立
ち
く

ら
み
、
大
量
の
発
汗
や
こ
む
ら
が

え
り
が
み
ら
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に

運
動
を
中
止
し
て
涼
し
い
と
こ
ろ

へ
移
動
し
、
水
分
や
塩
分
の
補
給

を
し
ま
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
、

心
臓
な
ど
に
病
気
を
も
っ
て
い
る

人
は
重
症
化
し
や
す
く
、
頭
痛
、

気
分
不
良
や
嘔
吐
の
症
状
が
あ
れ

ば
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

特
に
「
受
け
答
え
が
お
か
し
い
」

「
視
線
が
合
わ
な
い
」
な
ど
の
重

症
サ
イ
ン
が
あ
れ
ば
緊
急
に
治
療

が
必
要
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
も
予
防
と
し
て
①
十
分
な
水

分
・
塩
分
の
補
給
（
15
〜
30
分
ご

と
の
飲
水
休
憩
）②
涼
し
い
服
装
、

帽
子
③
食
事
・
睡
眠
を
し
っ
か
り

と
っ
て
体
調
の
管
理
を
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

県立五條病院小児科　 ☎２２・１１１２ 五條病院からのお知らせ
『熱中症』にご注意ください！

ス
マ
ー
ト
料
理
教
室

　

旬
の
食
材
を
使
い
、
い
つ
も
の

料
理
を
ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て
、
カ

ロ
リ
ー
を
減
ら
し
た
美
味
し
い
食

事
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
栄
養
士
・

保
健
師
に
よ
る
食
生
活
に
関
す
る

ミ
ニ
講
座
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

８
月
19
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
人

（
先
着
20
人
）

■
テ
ー
マ　

食
べ
ご
た
え
の
あ
る

１
食
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程

度
の
食
事

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善

推
進
員
、
栄
養
士
、
保
健
師

■
申
込
締
切　

８
月
13
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
） カロリーOFF

パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ
開
催

　

パ
パ
と
子
ど
も
で
簡
単
な
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
休
日
の
ひ

と
と
き
を
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
24
日
（
日
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

２
歳
半
以
上
、
未
就
学

の
子
ど
も
と
父
親

■
内
容　

簡
単
な
調
理
（
お
に
ぎ

り
の
予
定
）

■
費
用　

３
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
頭
を
覆

う
物
、
タ
オ
ル
、
お
茶

■
そ
の
他　

歌
遊
び
、
手
遊
び
、

育
児
相
談
も
で
き
ま
す

※

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

５月 25 日のパパクッキン

グには、７組の親子が参加。

サンドイッチ作りや工作に

チャレンジしました。

S
T
O
P
!
児
童
虐
待
五
條
市
児
童

虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
育
て
方
は
間
違
っ
て
い
な
い
か
な

…

」
「
子
ど
も
に
強
く
あ
た
っ
て
し
ま
う

…

叩
き
た
く
な
る…

」

「
も
う
子
育
て
が
嫌…

」

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、
寂
し
さ

に
襲
わ
れ
た
り
し
た
ら
、
抱
え
込

ま
ず
に
周
囲
の
人
や
保
健
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
五
條
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
・
２
６
３
１

  （
平
日
８
時
30 
分
〜
17
時
15
分
）

▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
４
０
０
０

  （
月
〜
土
10
時
〜
17
時
）

▼
奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
３
７
８
８

  （
24
時
間
対
応
）

〜
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を
〜

10カルムのひろば



切り取って保管しましょう

▼午前９時から午後４時まで

▼保険証を持参してください

▼診療は急病患者の応急処置に限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▼診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11時 30分まで

８月・９月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

■問合先　保健福祉センター　本庁 ( 内線２９０)

カルムのひろば

８月３日（日） １０日（日） １７日（日） ２４日（日） 

窪町１２６－１ 

前防医院 
☎２２・２０７２ 

五條 1丁目７－５ 

辻田クリニック 
☎２５・４１４５ 

新町２丁目３－８ 

槇野医院 
☎２２・２００４ 

今井４丁目１－１６  

ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２５・５５２５ 

３１日（日） 

二見４丁目２－４ 

寒川医院 
☎２２・２１２０ 

９月７日（日） １４日（日） １５日（月） ２１日（日） 

本町１丁目７－２３ 

後藤医院 
☎２２・２６９５ 

五條 1丁目７－５ 

辻田クリニック 
☎２５・４１４５ 

中之町 1771－33 

杉﨑医院 
☎２４・０００３ 

五條３丁目２－２０ 

中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

２３日（火） ２８日 (日） 

今井２丁目２－１２ 

岩井内科 

☎２６・１２１２ 

須恵２丁目６－２１ 

足立医院 
☎２５・３９３９ 

〜
血
液
不
足
が
深
刻
で
す
〜

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
内
容　

２
０
０
ml
、
４
０
０
ml

※

血
液
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

２
０
０
ml
献
血
希
望
者
に
も
４

０
０
ml
や
次
回
の
献
血
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

▼
２
０
０
ml
献
血

　

満
16
〜
69
歳
、
男
性
45
㎏
以
上
、

女
性
40
㎏
以
上
の
人

▼
４
０
０
ml
献
血

　

男
性
満
17
歳
〜
69
歳
、
女
性

満
18
〜
69
歳
、
男
女
と
も
体

重
50
㎏
以
上
の
人

※

65
歳
以
上
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
に

献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

※

欧
州
渡
航
歴
の
あ
る
人
は
滞
在
期
間
に

よ
り
献
血
を
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他　

本
人
確
認
の
た
め
、

保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼１０時～１６時

■場所　市民会館

８月７日（木）

■
問
合
先　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
開
催

悩
み
や
不
安
を

語
り
合
お
う

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
よ
し
の
は
、

が
ん
患
者
や
家
族
同
士
が
悩
み
や

不
安
を
語
り
合
え
る
場
で
す
。
今

回
は
、音
楽
療
法
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
12
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所　

吉
野
保
健
所
（
下
市
町

新
住
１
５―

３
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

吉
野
保
健
所

☎
０
７
４
７
・
６
４
・
８
１
３
４

 

fax
０
７
４
７
・
５
２
・
７
２
５
９

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー

～
な
ら
結
婚
応
援
団
～

　

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー
は
、「
結

婚
し
た
い
け
ど
、
な
か
な
か
出
会

い
が
な
く
て
・
・
・
」
と
悩
ん
で

い
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

　

独
身
男
女
を
対
象
と
し
た
「
出

会
い
の
場
」
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

な
ら
出
会
い

セ
ン
タ
ー
は

今
年
で
開
設

10
年
目イ

ベ
ン
ト
開
催
数
は
２
２
０
３
回

２
７
４
組
の
結
婚

■
問
合
先　

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー

（
な
ら
結
婚
応
援
団
事
務
局
）

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
５
１
２
９　

http://w
w
w
.naradeai.pref.nara.jp/

43
組
か
ら
50
人
の
出
産
報
告
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消防ＴＯＰＩＣＳ 奈良県広域消防組合
五　條　消　防　署　 消防トピックス☎２２・３３１０

日本バルカー工業で
消防訓練を実施

危険物安全週間6/17

　

日
本
バ
ル
カ
ー
工
業
（
住
川
町
、

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ら
内
）
で
、
危

険
物
安
全
週
間
に
と
も
な
う
消
防

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
バ

ル
カ
ー
工
業
の
保
有
す
る
危
険
物

か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
行

わ
れ
、
従
業
員
に
よ
る
避
難
訓
練

や
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
初
期
消
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

五
條
消
防
署
か
ら
は
、
指
揮
隊
や

消
防
隊
、
救
急
隊
が
出
動
し
、
地

元
消
防
団
と
協
力
し
泡
消
火
薬
剤

を
使
用
し
た
泡
消
火
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

突
然
の
病
気
や
ケ
ガ
で
、
家

族
や
友
人
の
心
臓
や
呼
吸
が
止

ま
っ
た…

。
そ
ん
な
と
き
、
あ

な
た
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
講
習
会
に
参
加
し
、
胸
骨

圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
や

人
工
呼
吸
、
A
E
D
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
取
扱
い
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
定
員　

先
着
30
人
程
度

■
受
講
料　

無
料

※

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

奈
良
県
広

域
消
防
組
合
五
條
消
防
署

　

☎ 

２
２
・
３
３
１
０

普通救命講習会を開催します

９月６日（土）
午後１時 30分から　約３時間

台
風
12
号
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

申
請
期
限
は
10
月
１
日
で
す

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
台
風

12
号
に
よ
る
被
災
者
の
生
還
支

援
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
」
の
加
算

支
援
金
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
対
象
者
は
次
の
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
加
算
支
援
金　

災
害
で
住
居

が
被
害
を
受
け
た
り
、
長
期

の
避
難
を
強
い
ら
れ
た
り
し

た
場
合
、
新
し
く
住
宅
を
建

設
・
購
入
・
賃
貸
す
る
と
き
、

そ
の
資
金
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。

■
対
象
世
帯

　

台
風
12
号
に
よ
っ
て

▼
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯
。

▼
災
害
に
よ
り
危
険
な
状
態
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
が
継
続
し

住
宅
に
居
住
で
き
な
い
世
帯

で
、
長
期
避
難
世
帯
と
認
定

さ
れ
た
世
帯
。

■
申
請
期
限　

10
月
１
日
（
水
）

■
支
援
内
容

　

別
表
の
と
お
り
。

■
申
請
・
問
合
先

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　

本
庁
（
内
線
２
０
９
）

■支援内容

住宅の再建方法  

建設・購入 
家賃（公営住
宅を除く） 

複数世帯 ２００万円 ５０万円 
支給額 

単数世帯 １５０万円 ３７．５万円 
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犬
・
ね
こ
の
飼
い
方
へ
の

　
　
　

が
増
え
て
い
ま
す

「
飼
育
者
の
責
任
」
を
果
た
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
市
役
所
に
は
、
フ
ン
の
放
置
や
野
良
猫
の
増
加
な
ど
、
ペ
ッ

ト
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

動
物
が
好
き
な
人
も
苦
手
な
人
も
、
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル

苦
情

散
歩
中
の
フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

ふ
ん
尿
の
放
置
は
悪
臭
や
害
虫

が
発
生
す
る
原
因
に
な
り
、
公
共

の
場
所
や
個
人
の
所
有
地
を
汚
し

ま
す
。
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て

自
宅
で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
や
感
染
症
の
危
険
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い

主
が
わ
か
る
よ
う
に
名
札
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
猫
の
ふ
ん
尿
は
に
お

い
が
強
い
の
で
、
き
ち
ん
と
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

野
良
猫
に
エ
サ
を
や
ら
な
い
で

　

野
良
猫
に
エ
サ
を
や
る
と
、

近
所
の
敷
地
を
ふ
ん
尿
で
汚
し

た
り
、
ゴ
ミ
を
あ
さ
る
な
ど
周

辺
住
民
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
繁
殖
し
て
数
が
増
え
て

い
き
ま
す
。
飼
育
す
る
意
思
の

な
い
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　

し
ま
し
ょ
う

　

去
勢
・
不
妊
手
術
を
し
て
数

の
管
理
、
発
情
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
軽
減
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

▼
生
活
環
境
課　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

　
　
　
　
　

▼
内
吉
野
保
健
所　

☎
２
２
・
３
０
５
１

適
正
な
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
市
役
所

に
は
建
物
や
空
き
地
の
管
理
に
つ

い
て
、
た
く
さ
ん
の
苦
情
・
相
談

が
よ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

苦
情
・
相
談
の
多
く
は
次
の
よ

う
な
内
容
で
す
。

老
朽
化
し
た
建
物

▼
瓦
や
壁
が
崩
落
し
て
、
車
や
人

に
当
た
る
な
ど
、
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

▼
台
風
な
ど
で
崩
壊
の
危
険
が
あ

る
。

空
地
の
雑
草

▼
視
界
が
悪
く
な
っ
て
交
通
の
安

全
を
損
ね
る
。

▼
害
虫
等
が
発
生
し
て
迷
惑
。

　

建
物
や
空
き
地
の
適
正
な
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
本
庁　

生
活
環
境
課

　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

建
物
や
土
地
の
所
有
者
は

お
盆
の
お
供
え
物
は

指
定
の
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

８
月
15
日（
金
）に

■指定集積場所

■注意事項
▼お盆のお供え物以外のごみ（家庭内の一般ごみ）は絶対に出さないでください。
▼集積場所では、線香やローソク等の火気類は使用しないでください。
▼指定の集積場所には案内看板を設置しますので、これを目印にして、看板附近に通行の妨げ
とならないように置いてください。

■問合先　みどり園　☎２４・４１１１

本町地区 
 中央地区 
 五條東地区 
 須恵・岡口地区  
 新町地区 
 
二見地区

 

  東田中会館駐車場 
 須恵公民館駐車場 
 岡口コミュニティセンター駐車場  
  中野歯科医院裏堤防 
 山直食堂裏堤防 
  二見川端衛生センター前 
 （最寄りの指定場所へ出してください）  

 野原地区 
 大川橋南詰 
 旧五條自動車学校前 
 金剛寺駐車場 

 宇智地区 
 安生寺前 
 五條東中学校横 
 旧岡選果場前 

 牧野地区 
 田園地区 
 あづみ台地区 

 旧牧野公民館駐車場 

 阪合部地区 

 御蔵橋北詰 
 御蔵橋南詰 
 大津会館前 
 火打町集会所駐車場 

 北宇智地区 
 住川会館前 
 近内福徳寺前 

 南宇智地区 
 霊安寺古田橋北詰 
 下丹原町(旧森脇商店横) 

 南阿太地区  滝集会所前 

 大阿太地区  大阿太公民館駐車場 

　

お
盆
の
お
供
え
物
や
塔
婆
は
川
へ
流
さ
な
い
で
、
次
の
事
項
を
守

り
指
定
の
集
積
場
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
集
積
日　

８
月
15
日
（
金
）
中
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

収
集
は
原
則
８
月
16
日
（
土
）
の
朝
か
ら
行
い
ま
す
。
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子育て世帯
臨時特例給付金

1月分の

児童手当の受給者
児童手当の所得制限限度額以上の人や生活保護受給者は除く

対象者

子ども１人につき１万円

臨時福祉給付金

住民税の非課税者
課税者の扶養親族や生活保護受給者等は除く

対象者

１人につき１万円
年金や児童扶養手当等の受給者は１万５千円

■
申
請
・
問
合
先

　

五
條
市
臨
時
給
付
金
窓
口

☎
２
２
・
５
０
７
３

　

ま
た
は

☎
２
２
・
５
０
７
４

▼
平
日　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
８
月
５
日
（
木
）、
９
月
５
日
（
金
）、

10
月
３
日
（
金
）、
11
月
５
日
（
水
）

は
13
時
〜
17
時
15
分

▼
12
月
１
日（
月
）ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
。

▼
８
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）
は
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

申
請
期
間
は
12
月
１
日（
月
）ま
で

※必ず添付する確認書類（コピー）
▼本人確認書類（運転免許証など）
　支給対象者全員分
▼振込先金融機関口座確認書類

児童手当の振込口座に入金を希望
する場合は、添付書類は不要です。
（市内に在住する公務員は、所属機関から配
布された案内を確認してください。）

▼
郵
送
さ
れ
た
場
合
の
受
付
け
日
は
、窓

口
開
設
日
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
て
も
所
得
条
件

等
に
よ
り
給
付
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
人
で
、給
付

要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
記
入
例
を
参
考
に
し
て

記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申請を受け付け、審査の結果支給
が決定すれば、翌々月の下旬に振
り込まれます。

支給決定 振込予定日 

8月 平成 26年 10月下旬 

9月 平成 26年 11月下旬 

10月 平成 26年 12月下旬 

11月～
12月 1日 平成 27年 1 月下旬

 

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
手

当
額
が
、
物
価
の
変
動
な
ど
に
よ

っ
て
次
の
と
お
り
減
額
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

■児童扶養手当

■特別児童扶養手当

■
申
請
・
問
合
先

▼
児
童
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
６
）

▼
西
吉
野
支
所　

▼
大
塔
支
所

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

場
合
は
、
現
況
届
等
を
次
の
期
限

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
と
８
月
分
以
降
の
手
当
の

支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

※

現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
用
紙

は
、
市
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の

　
　
　
　
　
　
　

提
出
期
限

▼
児
童
扶
養
手
当

　

９
月
１
日
（
月
）
ま
で

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

８
月
11
日
（
月
）
〜

　

９
月
10
日
（
水
）

▼
夜
間
受
付

　

８
月
22
日
（
金
）

　

本
庁
で
午
後
８
時
ま
で
受
付

▼
休
日
受
付

　

８
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）

　

本
庁
で
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

区分 改定前 改定後 

全部支給 ４１，１４０円 ４１，０２０円 

一部支給
 ４１，１３０円 

～９，７１０円 

４１，０１０円 

～９，６８０円 

区分 改定前 改定後 

１級 ５０，０５０円 ４９，９００円 

２級 ３３，３３０円 ３３，２３０円 

申
込
方
法

14くらしのメモ



フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

ク
ラ
ブ

サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

五
條
市
で
は
、「
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
利
用
会
員
）」
と
「
子

育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
人
（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）」
が
地
域
の
中
で
子
育

て
を
助
け
合
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

ク
ラ
ブ
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
サ
ポ
ー
ト
会
員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

人
が
対
象
で
す
。

▼
子
育
て
支
援
活
動
に
興
味
関
心

が
あ
り
、
市
内
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
人

▼
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
全
５

回
）
を
全
て
受
講
で
き
る
人

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

に
登
録
し
て
、
利
用
会
員
の
子
育

て
の
援
助
を
す
る
の
が
サ
ポ
ー
ト

会
員
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
対

し
て
は
、
利
用
会
員
か
ら
報
酬
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

～
内
容
～

①
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
。

②
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
へ

の
送
迎
等
。

③
利
用
会
員
自
身
ま
た
は
、
利
用

会
員
の
家
族
の
病
気
等
に
伴
う

子
ど
も
の
世
話
。

④
そ
の
他
、
当
ク
ラ
ブ
の
趣
旨
に

適
合
し
て
い
る
援
助
活
動
。

サ
ポ
ー
ト
会
員
っ
て

　
　
　

何
を
す
る
の
？

サ
ポ
ー
ト
会
員
に

　
　
　

な
る
に
は

　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
事

業
の
説
明
や
、
病
気
や
怪
我
等
の

応
急
対
策
な
ど
の
講
習
で
す
。
受

講
料
は
無
料
で
す
。

■
日
時

　

10
月
１
日
（
水
）、
８
日
（
水
）、

15
日
（
水
）、
22
日
（
水
）、

　

29
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▼
サ
ポ
ー
ト
活
動
は
、
原
則
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
自
宅
で
行

い
ま
す
。

▼
活
動
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
の
間
。（
原
則

と
し
て
宿
泊
は
行
い
ま
せ
ん
）

▼
詳
細
は
、
申
込
み
の
際
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

　

次
の
期
間
内
に
、
五
條
児
童
館

で
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

〜
申
込
期
間
（
平
日
の
み
）
〜

　

８
月
11
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

申
込
方
法

申
込
方
法

　

年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
、
受

け
取
る
年
金
額
が
低
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
免
除
等
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
を
後
か
ら

納
付（
追
納
）す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※

追
納
が
で
き
る
の
は
承
認
さ

れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免

除
等
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。

免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料

追
納
し
て

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す

〜
保
険
料
を
追
納
す
る

　
　

場
合
の
優
先
順
位
〜

①
学
生
納
付
特
例
期
間
ま
た
は

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
こ
れ
ら
を
優
先

し
て
追
納
。

②
古
い
月
の
分
か
ら
追
納
。

③
免
除
期
間
の
追
納
。

※

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

金
額
な
ど
、
詳
し
く
は
上
記

Q
R
コ
ー
ド
ま
た
は
次
の
窓
口

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
追
納
の
申
込
・
問
合
先

▼
市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
２
６
８
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

年
金

そ
の
他
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国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の

脱
退
手
続
き
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
等
に
か
わ
っ
た
と
き
は
、
国
民
健
康

保
険
の
脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
こ
の
脱
退
手
続
き
は
会
社
な
ど

で
は
行
い
ま
せ
ん
。　

ま
た
、
脱
退
手
続
き
を
し
な
い
と
国
民
健
康
保
険

税
が
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
必
ず
市
役
所
保
険

課
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

脱
退
の
手
続
き
に

　
　
　
　

必
要
な
も
の

▼
加
入
し
た
社
会
保
険
の
保
険
証

（
扶
養
家
族
分
も
）
ま
た
は
社

会
保
険
の
資
格
取
得
証
明
書

▼
国
民
健
康
保
険
証

  

（
切
り
替
え
た
人
全
員
分
）

▼
印
鑑

※

手
続
き
は
郵
送
で
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
保
険
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た

　

日
以
降
は
使
え
ま
せ
ん

　

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
日
以

降
に
国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
た

場
合
は
、
新
し
い
保
険
証
を
受
け

取
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
受
診
し
た
医

療
機
関
・
薬
局
に
保
険
証
が
変
わ

っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁（
内
線
２
６
７
、
３
６
７
）

保
険

　

五
條
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
が
大
学
や
短
大
な
ど
へ
進
学
す

る
た
め
市
外
に
転
出
す
る
と
き

は
、
学
生
用
の
被
保
険
者
証
（
マ

ル
学
保
険
証
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

マ
ル
学
保
険
証
は
、
転
出
前
に

所
属
し
て
い
た
世
帯
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
と
し
て
取
り
扱
い
ま

す
。
転
出
先
で
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

転
出
先
の
学
生
な
ど
は

学
生
用
の
被
保
険
者
証
が

　
　
　
　
　

発
行
さ
れ
ま
す

　

マ
ル
学
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た

加
入
者
は
、
現
況
確
認
の
た
め
、

毎
年
４
月
に
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
手
続
き
に
は
以
下
の

も
の
が
必
要
で
す
。

▼
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し

▼
国
民
健
康
保
険
証

▼
印
鑑

マ
ル
学
保
険
証

毎
年
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

五
條
市
役
所
内
の

「
五
條
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

　
　
　
　
　

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

昨
年
度
は
５
５
５
人
が
就
職

→

市役所本庁舎

五條市ふるさと
ハローワーク

税務課

市民課

保険課

児童
福祉課

介護
福祉課

社会
福祉課

正面玄関

→

本
庁
舎
１
階

トイレ

企画政策課

地域政策課

正面駐車場

五條市役所屋外の西側階
段からお越しください。

　
「
五
條
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
」
は
、
五
條
市

と
国
が
共
同
で
運
営
す
る

職
業
支
援
拠
点
で
す
。
職

業
相
談
・
紹
介
や
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

求
職
者
の
皆
さ
ん
は
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容

▼
職
業
相
談
・
職
業
紹
介

▼
求
人
検
索
シ
ス
テ
ム
や
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
し
た
求
人
情
報
の
提
供

※

求
人
の
申
込
み
等
の
事
業
所
関
係
手

続
き
や
、
雇
用
保
険
関
係
業
務
は
取

り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
場
所　

市
役
所
本
庁
内

■問合先　五條市ふるさとハローワーク　☎２６・０１０３
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五
條
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　
　
　
　
　

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
五
條
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は

11
月
２
日（
日
）に
告
示
さ
れ
、11
月
９
日（
日
）に
執
行
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
７
月
末
か
ら
、
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
が
和
歌
山
県
を
中
心
に
近
畿
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

五
條
市
が
新
し
く
建
設
を
予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館
が
「
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
」
の
競
技
会
場
と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
主
に
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
競
技

会
場
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ど
う
し
て
会
場
に

　
　
　

な
ら
な
い
の
？
」

　

体
育
館
建
設
の
工
事
を
請
け
負

う
業
者
を
競
争
入
札
で
募
集
し
ま

し
た
が
、
参
加
す
る
業
者
が
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
建
設
業

の
人
手
不
足
な
ど
、
近
年
の
日
本

国
内
の
社
会
情
勢
や
、
公
共
工
事

へ
の
環
境
の
変
化
な
ど
が
影
響
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
体
育
館
建
設
に
向
け
て

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
高
校
総
体
ま
で
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
五
條
市
で
の
競
技

開
催
を
断
念
す
る
こ
と
を
市
議
会

に
説
明
し
た
う
え
で
、
奈
良
県
に

辞
退
届
を
提
出
し
ま
し
た
。

住
み
よ
い

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り自治会に

加入しましょう
　

自
治
会
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も

身
近
な
団
体
で
す
。
防
犯
や
防
災
な
ど

の
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

自
治
会
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

＊
自
治
会
へ
の
加
入
方
法

　

自
治
会
へ
の
加
入
は
、
世
帯
単
位
で
行
い

ま
す
。
近
く
の
自
治
会
長
か
隣
組
長
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

地
域
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
３
６
）

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼
日
時　

10
月
３
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

市
役
所
本
庁
３
階

　

議
会
委
員
会
室

「
体
育
館
は

  

も
う
建
た
な
い
の
？
」

　

今
後
も
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

体
育
館
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

①
新
体
育
館
を
市
の
活
性
化
や
市

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
、
県

南
部
の
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
施
設

と
し
て
整
備
し
ま
す
。

②
県
産
材
の
湿
度
調
整
な
ど
の
特

性
を
活
か
し
、
ぬ
く
も
り
の
あ

る
体
育
館
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
催
し
物
の
開
催
や
災
害

時
の
避
難
所
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

　

な
お
、
建
設
に
か
か
る
費
用
に

つ
い
て
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど

の
支
援
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

全
国
的
に
ひ
ろ
が
る

建
設
業
者
の
入
札
不
参
加
。

工
事
業
者
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

奈
良
県
南
部
の

ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
施
設
。

体
育
館
建
設
は
今
後
も
進
め
ま
す
。

　

高
校
総
体
の
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競

技
」
を
身
近
で
見
た
い
と
楽
し
み
に

し
て
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
高
校
総
体
の
会
場
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
将
来
開
催
さ
れ
る
大

き
な
競
技
大
会
の
会
場
に
選
定
さ
れ

る
よ
う
な
体
育
館
整
備
を
目
指
し
ま

す
。

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
市
民
の
健

康
増
進
、
そ
し
て
防
災
対
策
に
役
立

つ
新
体
育
館
。
住
み
続
け
た
い
、
訪

れ
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
高
校
総
体
を

 

近
く
で
見
た
か
っ
た
」

「
高
校
総
体
を
身
近
で
見
た
い
」

楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
に

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

本
庁
（
内
線
２
３
１
）

（
仮
称
）

五
條
総
合
体
育
館 

に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
告
示
日（
立
候
補
受
付
）

▼
日
時　

11
月
２
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
場
所　

市
役
所
本
庁
３
階

　

議
会
委
員
会
室

■
投
票
日　

11
月
９
日
（
日
）
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五條市職員採用試験を行います
　五條市では、次のとおり職員採用試験（平成２７年度採用）を実施します。
受験を希望する場合は、受付期間内に必要書類を提出してください。

■問合先　五條市職員採用試験委員会事務局（秘書課人事係内）　本庁（内線 205、239）
　　　　　〒 637-8501　五條市本町 1丁目１番１号

■職種・採用予定人員・試験区分・受験資格

注意：受験資格の「短期大学」には、高等専門学校および学校教育法による専修学校の専門課程のうち、修業年限が２年以上であり、
かつ、１，６００時間以上の授業の履修を義務付けている課程であって、当該履修の成果が授業科目の目標に達していること
を筆記試験その他の方法により認められていることを修了の要件とするもの（当該受験資格該当課程であることの証明が得ら
れるものに限る）を含みます。

※第１次試験は、１日目（9月20日（土））の試験を受験しない場合、２日目（9月2１日（日））の試験を受験することができません。
※地方公務員法第１６条に定める欠格条項に該当する人は受験できません。
※試験区分が「大学」の人は「短大」又は「高校」を受験できません。また「短大」の人は「高校」を受験できません。
※詳しくは、秘書課人事係で配布している受験案内や、市ホームページで確認してください。

■試験日程・会場

この試験案内は、五條市ホームページにも掲載しています。

 第１次試験 第２次試験 

試験日
 平成２６年９月２０日（土）、２１日（日）         平成２６年１０月１８日（土）、１９日（日）         

 
（１日目）小論文、集団面接 

（２日目）教養試験、専門試験 

試験会場 市立五條中学校 （第 1次試験の合格者に通知）  

合格発表 平成２６年１０月上旬 平成２６年１１月上旬 

（第 1次試験の合格者に通知）

職 種 採用予定人員 
区分 受   験   資   格 

大学 
昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、大学を卒業した人または平成２７年３月に
卒業見込みの人 

短大 
平成元年４月２日以降に生まれた人で、短期大学を卒業した人または平成２７年３月
に卒業見込みの人 

事務職 

１２人 
(大学･短大 
９人程度)  

(高校 
３人程度) 高校 

平成６年４月２日以降に生まれた人で、高等学校を卒業した人または平成２７年３月
に卒業見込みの人ならびに高校卒業程度の学力を有する人 

大学 
昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、大学の土木専門課程（農業土木を含む）を
卒業した人または平成２７年３月に卒業見込みの人 

短大 
平成元年４月２日以降に生まれた人で、短期大学の土木専門課程（農業土木を含む）
を卒業した人または平成２７年３月に卒業見込みの人 

高校 
平成６年４月２日以降に生まれた人で、高等学校の土木専門課程（農業土木を含む）
を卒業した人または平成２７年３月に卒業見込みの人ならびに高校卒業程度の学力を
有する人 

技術職 
（土木） 

５人 
(大学･短大 
２人程度 )
(高校 
２人程度 ) 
(職務経験者 
１人程度 ) 職務 

経験者 

昭和５５年４月２日から昭和６０年４月１日までに生まれた人で、大学、短期大学、
高等学校のそれぞれの土木専門課程（農業土木を含む）を卒業した人で、民間企業等
における土木技術の職務経験が最終学歴終了後から平成２６年７月３１日までの間に
通算３年以上ある人 

管理栄
養士 

１ 人 
昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、管理栄養士の資格を有する人または平成２
７年３月までに取得見込みの人 

昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、保育士証及び幼稚園教諭免許の両方を有す
る人または平成２７年３月までに両方を取得見込みの人 

保育士 ２ 人 
【職務経験者】昭和５５年４月２日から昭和６０年４月１日までに生まれた人で、保
育士証及び幼稚園教諭免許の両方を有する人で、保育士又は幼稚園教諭として勤務し
た経験が資格免許取得後から平成２６年７月３１日までの間に通算２年以上ある人 
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■試験方法

■試験案内および申込書等の入手方法
試験案内および申込書等は、①直接入手または②郵便請求で入手してください。

■申込方法および受付期間
試験の申込書類は、①持参または②郵送により受付します。

 入  手  方  法 

①直接入手 

市役所秘書課人事係内五條市職員採用試験委員会事務局（本庁舎２階）で配布します。 

８月１日（金）～８月１８日（月）までの午前８時３０分～午後５時１５分まで 

※ただし、土・日を除きます。 

②郵便請求 

封筒の表に、「五條市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒《角形２号（Ａ

４サイズの用紙が折らずに入る大きさ）に郵便番号、住所、氏名を明記し、１２０円

切手を貼付しておくこと》を同封のうえ、８月７日（木）までに五條市職員採用試験

委員会まで請求してください（※８月７日（木）の消印有効）。 

請求先 〒637- 8501 五條市本町 1丁目 1番 1号 

    五條市役所秘書課人事係内 五條市職員採用試験委員会事務局 宛 

試験案内のみ 
五條市ホームページ（http://www.city.gojo.lg.jp ）にアクセスし、試験案内（ＰＤ

Ｆファイル）を入手してください。（申込書等は、上記①、②の方法のみ入手可能です。） 

申込方法 受付期間 

①持参 
８月４日（月）～１８日（月）※土、日曜日を除く 
午前８時３０分～午後５時１５分 

②郵送 
８月４日（月）～１４日（木） 

※８月１４日（木）の消印有効 

職種 第１次試験 第２次試験 

【教養試験】 公務員として必要な一般教養に関する筆記試験 

【小 論 文】 文章による表現能力についての筆記試験 事務職 

【集団面接】 職務適正、対人関係能力等についての口述試験 

・集団討論 

・個人面接 

【教養試験】 公務員として必要な一般教養に関する筆記試験（職務経験者除く） 

【基礎試験】 社会人としての職務基礎力及び適応性をみる筆記試験（職務経験者のみ） 

【専門試験】 土木職としての専門知識をみる筆記試験 

【小 論 文】 文章による表現能力についての筆記試験 

技術職 

（土木） 

【集団面接】 職務適正、対人関係能力等についての口述試験 

・集団討論 

・個人面接 

【教養試験】 公務員として必要な一般教養に関する筆記試験 

【専門試験】 管理栄養士としての専門知識をみる筆記試験 

【小 論 文】 文章による表現能力についての筆記試験 
管理栄養士 

【集団面接】 職務適正、対人関係能力等についての口述試験 

・集団討論 

・個人面接 

【教養試験】 公務員として必要な一般教養に関する筆記試験 

【専門試験】 保育士としての専門知識をみる筆記試験 

【小 論 文】 文章による表現能力についての筆記試験 
保育士 

【集団面接】 職務適正、対人関係能力等についての口述試験 

・個人面接 

・実技試験

（ピアノ） 
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今
年
も
10
月
に
、
平
成
26
年
御

霊
神
社
本
宮
秋
季
大
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
祭
り
で
行
う
歴
史
行

列
、「
五
條
天
平
行
列
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
天
平
人
の
衣
装
を

着
て
、
長
い
歴
史
の
あ
る
五
條
の

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

新
成
人
の
参
加
者
も
大
募
集
！

今
年
度
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
は

優
先
的
に
行
列
や
お
み
こ
し
に
参

加
で
き
ま
す
。

御
霊
神
社

御
霊
神
社
の

秋
祭
り
祭
り

秋
祭
り
の
実
施
日
時

▼
10
月
25
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
頃

　

御
霊
神
社
（
霊
安
寺
町
）　

▼
10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
１
時
30
分
頃

　

五
條
・
本
町
・
新
町
・
須
恵
・

岡
口
近
辺

※

衣
装
や
は
っ
ぴ
は
貸
し
出
し
ま
す
。

※

16
歳
以
上
の
健
康
な
人
に
限
る
。

※

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。 ■

申
込
締
切

　

９
月
16
日
（
火
）

■
申
込
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
fax
２
３
・
０
７
７
８

　

①
氏
名　

②
性
別　

　

③
住
所　

④
電
話
番
号

　

⑤
生
年
月
日
⑥
参
加
日

　

⑦
役
（
天
平
人 

ま
た
は 

お
み
こ
し
の
担
い
手
）

を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

10/25
       26
 開  催

五
條
天
平
行
列
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

「天平人」
女性 10人程度
男性若干名

「鳳輦（みこし）担い手」
　15人程度

ほうれん

おみこしのおみこしの
担い手も募集担い手も募集

着
て
着
て
着着
て

祭
り
を

祭祭
り
祭
り「「「「「「天平人平天平平人天平人天平平人天天天天 」」」」

五條天平行列五條天平行列に
参加参加しませんかしませんか

■
問
合
先

　

秋
祭
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
藤
井
）

☎
２
３
・
０
１
７
８

海
や
山
も
い
い
け
ど
、
こ
の
夏
は

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
へ

F
u
n 

F
a
n

F
e
s
t
a
2
0
1
4

フ
ァ
ン　

フ
ァ
ン　

フ
ェ
ス
タ

　

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
で

感
動
体
験
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
夏
の
イ

ベ
ン
ト
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

８
月
17
日
（
日
）
ま
で

　

最
終
日
８
月
17
日
に
は
五
條
市

が
参
加
。『
帝
塚
山
大
学×

奈
良

県
五
條
市　

自
然
と
遊
ぼ
う
！
食

を
学
ぼ
う
！
』　

を
テ
ー
マ
に
、

大
学
と
連
携
し
て
食
事
の
大
切
さ

や
自
然
に
触
れ
合
う
大
切
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

▼
メ
ダ
カ
す
く
い

▼
さ
わ
っ
て
学
ぼ
う
！
希
少
水
生
昆

虫
『
ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ
』

▼
県
産
材
の
積
み
木
遊
び

▼
竹
細
工
品
展
示
・
工
作
教
室

▼
五
條
の
割
箸
に
、
パ
パ
マ
マ
へ
感

謝
の
言
葉
を
書
こ
う

▼
五
條
の
四
季
を
パ
ネ
ル
展
示

▼
ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
も
登
場

■
会
場　

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
（
大
阪
市
北
区
梅
田
３
丁

目
１―

１
５ 

時
空
の
広
場
）

■
問
合
先　

企
業
観
光
戦
略
課　

本
庁
（
内
線
２
３
５
、
２
１
５
）

「
せ
ん
と
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

　
　
　
　
　
　
　

予
約
申
込
み
開
始

　

参
加
店
舗
で
利
用
で
き
る
、15
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
付
与
し
た「
生
活

応
援
せ
ん
と
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」が
奈
良
県
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
。

予
約
申
込
み
の
受
け
付
け
が
８
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

予
約
申
込
み
の
受
け
付
け
が
８
月
か
ら
開

利用期間　平成26年10月1日（水）～平成27年2月1日（日）

10,000円で11,500円分の
お買い物ができる

■
１
冊
あ
た
り
１
１
５
０
０
円
を
１

０
０
０
０
円
で
販
売

■
購
入
限
度　

１
人
５
冊
ま
で

■
利
用
期
間　

10
月
１
日(

水)

〜

平
成
27
年
２
月
１
日
（
日
）

■
利
用
店
舗　

県
内
の
参
加
登
録
店

舗
（
約
２
０
０
０
店
舗
予
定
）

■
予
約
申
込
方
法　

８
月
31
日（
日
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
先
な
ど
は
、
次
の

問
合
せ
先
に
電
話
す
る
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。（
ハ
ガ
キ
は
１
人
１
通
ま
で
）

※

申
込
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

※

当
選
し
た
人
は
希
望
の
引
換
販
売
店
舗
に

当
選
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
引

換
期
間　

10
月
１
日
（
水
）
〜
14
日
（
火
））

※

参
加
店
舗
も
８
月
18
日
（
月
）
ま
で
募
集

し
て
い
ま
す
。

※

こ
の
商
品
券
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

よ
る
消
費
の
冷
え
込
み
感
を
和
ら
げ
、
県

内
で
の
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て
奈
良
県

が
発
行
す
る
も
の
で
す
。

生
活
応
援

■
問
合
先

　

奈
良
県
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
８
８
・
２
３
８
０
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て
い
ま
せ
ん
。
歌
会
を
催
す
と
き
に
は
、

人
麻
呂
像
を
祀
る
風
習
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

藤
岡
家
も
与
謝
野
鉄
幹
、
晶
子
ら
を
招
い

て
の
歌
会
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
に
、
人
麻

呂
像
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
兼
好
は
歌
を

使
っ
て
頓
阿
に
米
と
銭
を
貸
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
て
い
ま
す
が
、
藤
岡
玉
骨
も
「
明

星
」
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
石
川
啄
木
に
、

啄
木
が
園
遊
会
で
は
く
袴
を
質
か
ら
出
す

た
め
に
二
円
五
十
銭
を
貸
し
た
と
書
き
残

し
て
い
ま
す
。
啄
木
の
メ
モ
に
は
藤
岡
君

か
ら
三
円
借
り
た
と
あ
る
の
で
す
が
、
啄

木
は
そ
の
金
を
も
っ
て
浅
草
に
遊
び
に
行

っ
た
た
め
、
つ
い
に
返
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村
優
理 

毎週月曜日休館 （月曜が祝日の場合は翌日） 入館料 （大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013 （近内町５２６）

　

頓
阿
法
師
（
１
２
８
７
年
〜
１
３
７
２

年
）
は
、
南
北
朝
時
代
の
和
歌
四
天
王
の

一
人
で
す
。
浄
弁
、
慶
運
ら
と
共
に
四
天

王
の
一
人
で
あ
っ
た
吉
田
兼
好
（
１
２
８

３
年
頃
〜
１
３
５
０
年
頃
）
と
の
愉
快
な

や
り
と
り
は
有
名
で
、
兼
好
が
「
よ
も
す

ず
し　

ね
ざ
め
の
か
り
ほ　

た
ま
く
ら
も

　

ま
そ
で
の
秋
に　

へ
だ
て
無
き
か
ぜ
」

と
詠
ん
だ
歌
に
、
頓
阿
が
「
よ
る
も
う
し

　

ね
た
く
わ
が
せ
こ　

は
て
は
来
ず　

な

ほ
ざ
り
に
だ
に　

し
ば
し
と
ひ
ま
せ
」
と

応
じ
ま
し
た
。（『
続
草
庵
集
』）
こ
れ
は

歌
の
各
句
の
初
め
の
音
を
つ
な
ぎ
、
次
に

各
句
の
終
わ
り
の
音
を
つ
な
い
で
意
味
を

と
る
沓
冠
と
い
う
形
で
、
兼
好
の
歌
に
は

「
米
た
ま
ヘ
、
銭
も
欲
し
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
、こ
れ
に
頓
阿
は
歌
で
「
米
は
な
し
、

銭
す
こ
し
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
頓

阿
が
大
神
神
社
の
ご
神
木
の
杉
か
ら
彫
っ

た
と
い
う
柿
本
人
麻
呂
像
を
、
藤
岡
家
住

宅
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
柿
本
人
麻
呂
は

飛
鳥
時
代
の
歌
人
で
「
歌
聖
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
頓
阿
は
人
麻
呂
を
百
体
、
ま

た
は
三
百
体
彫
り
、
大
阪
の
住
吉
大
社
に

奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
で
は
そ
の
う
ち
の
数
体
し
か
確
認
さ
れ

見取り図案内其の六七　　

「（伝）頓阿法師作　柿本人麻呂像」

◎展示案内　９月30日（火）まで

▼川柳作家　櫻井思案坊展

▼松下光宏のミニチュアストリ

ート 五條市のミニチュア展示

◎イベント案内

▼8月16日（土） 午後5時～8時

　ゆかた・デ・ナイト

　入館料のみ（ゆかたを着てくると

入場無料）。コンサートなど。駐車

場では夜店（かき氷、焼き芋など）。

よ
し
だ　

け
ん
こ
う

し
ょ
く
そ
う
あ
ん
し
ゅ
う

く
つ
か
ぶ
り

お
お
み
わ
じ
ん
じ
ゃ

御
霊
神
社
の

秋
祭
り

おみこしの
担い手も募集

五條天平行列に
参加しませんか

出
店
者
募
集

　

市
内
外
の
皆
さ
ん
に
、
五

條
市
の
物
産
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、「
五
條
市
青
空

市
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
人
々
が
交
流
し
て
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
催
し
で
す
。

　

出
店
者
も
募
集
し
ま
す
の

で
、
自
慢
の
生
産
品
・
加
工

品
を
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

９月
27 日（土）

五
條
市
青
空
市
場

　

を
開
催
し
ま
す

第
１
回 

　

午前
９時～午後４時

■会場　辯天宗国道西駐車場
　　　（保健福祉センター北側）

　

出
店
者
も
募
集
し
ま
す
の
で
、

自
慢
の
生
産
品
・
加
工
品
を
出
店

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
内
容　

新
鮮
野
菜
、
果
物
、

五
條
市
の
特
産
品
や
食
べ
物
、

工
芸
品
な
ど

　
（
50
ブ
ー
ス
程
度
の
予
定
）

■
出
店
料

　

１
０
０
０
円
（
保
険
料
等
含
む
）

■
申
込
締
切　

９
月
10
日
（
水
）

※

詳
し
い
出
店
規
定
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

次
の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
市
青
空
市
場
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
企
業
観
光
戦
略
課
内
）

　

本
庁
（
内
線
２
３
５
、
２
１
５
）

よ
ね

とんあ

柿本人麻呂像（藤岡家所蔵）

今年の出演者
　午後５時～津軽三味線　やまびこ会
　午後６時～シャンソン　奥田真祐美
　午後６時半～オカリナ　　松岡徳郎
　午後７時10分～エンヤトット一座
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夏
休
み
の
思
い
出
に
、
親
子

で
歴
史
体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
第
１
回　

和
本
を
作
ろ
う
（　

日
本
の
伝
統
的
な
和
本
で
絵

日
記
を
書
こ
う
）

■
日
時　

８
月
９
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
第
２
回　

古
代
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
ろ
う
（
ガ
ラ
ス
玉

と
ま
が
玉
づ
く
り
に
挑
戦
）

■
日
時　

８
月
23
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
対
象
者　

小
・
中
学
生
（
小
学

校
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料

費
等
）※

事
前
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
文
化
博
物
館

☎
２
４
・
２
０
１
１

五
條
文
化
博
物
館

夏
休
み
子
ど
も
体
験
講
座

五
條
文
化
博
物
館

５
イ
ン
チ
乗
用
鉄
道
を
運
行
し
ま
す

■
運
行
日
時
（
11
日
休
館
）

　

８
月
９
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
乗
車
料
金

　

１
人
１
回
１
０
０
円
（
小
学
生

未
満
は
保
護
者
同
伴
で
の
乗
車

の
た
め
、
１
回
２
０
０
円
）

※
雨
天
の
場
合
は
運
休
。

※
８
月
19
日
（
火
）
以
降
は
毎

月
土
・
日
・
祝
日
の
み
運
行
。

■
問
合
先　

五
條
文
化
博
物
館

☎
２
４
・
２
０
１
１

　

賀
名
生
の
里
で
、
親
子
の
思

い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
第
２

回
は
、
昔
な
つ
か
し
い
竹
と
ん

ぼ
や
水
鉄
砲
を
作
り
ま
す
。
作

っ
た
オ
モ
チ
ャ
で
遊
び
ま
し
ょ

う
。

■
日
時　

８
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
対
象
者

　

小
・
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館■

定
員　

先
着
20
組

■
参
加
費

　

５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
か

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０

anounosato-m
useum

@
kcn.jp

夏
休
み
子
ど
も
あ
の
う
塾

「
竹
の
オ
モ
チ
ャ
を
つ
く
ろ
う
！
」

お
月
見
茶
会
を
開
催
し
ま
す

８/９
/23

８/９
～ 17

８/９
（土）

　

五
條
市
茶
華
道
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
「
お
月
見
茶
会
」
を
行

い
ま
す
。
中
秋
の
名
月
を
仰
ぎ
つ

つ
、
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
６
日
（
土
）

　

午
後
４
時
〜
９
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
費
用　

５
０
０
円（
申
込
不
要
）

■
主
催　

五
條
市
茶
華
道
協
会

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

９/６
（土）

10 月 2日（木）
五條市敬老会開催

　参加希望者は、来月の広報五條９月号に掲載する
ハガキで申し込んでください。詳しくは広報五條 9
月号でお知らせします。
■開催日　１０月２日（木）午前、午後二部制
■会　場　中央体育館（本町３丁目）
■対象者　満７５歳以上（昭和１４年１２月３１日
以前に生まれた人）
■問合先　介護福祉課　本庁（内線２４９）
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

担
当
す
る
五
條
本
町
法
律
事
務
所
の
北
本
弁
護
士

五條の弁護士による
無料法律相談

西吉野支所、大塔支所で開催

■開催日・場所
▼毎月第２水曜日
　西吉野支所
▼毎月第４水曜日
　大塔支所
■時間
　10 時～ 12 時
　13 時～ 15 時

予約電話番号

☎２２・８００５

50 分間無料で相談を受けられます

この無料相談は五條本町法律事務所が独自で
行っています。

皆
で
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
28
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
３
歳
ま

で
の
未
就
園
児
と
保
護
者

■
内
容

▼
大
型
絵
本

▼
紙
皿
で
作
る
う
さ
ぎ
さ
ん

▼
輪
ゴ
ム
で
作
る
お
も
ち
ゃ

▼
写
真
を
貼
る
だ
け
ア
ル
バ
ム

カ
フ
ェ

■
参
加
費　

各
回
子
ど
も
１
人

50
円
（
２
人
75
円
）、
初
回

の
み
別
途
３
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
）

■
そ
の
他　

希
望
者
は
保
護
者

と
子
ど
も
の
名
前
を
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

に
じ
い
ろ
電
車（
代
表 

桝
田
）

☎
３
２
・
０
２
３
４

niziirotrain@
gm
ail.com

■
日
程　

８
月
18
日
（
月
）、
19
日

（
火
）、
21
日
（
木
）、
22
日
（
金
）

■
時
間
帯
（
学
年
別
）

▼
幼
・
保
年
長
〜
小
学
２
年
生　

午
前
９
時
〜
10
時

▼
小
学
３
・
４
年
生

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分　
　

▼
小
学
５
・
６
年
生

　

午
後
１
時
〜
２
時

■
場
所　

阿
田
峯
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
雨
の
場
合
は
体
育
館
）

■
参
加
費　

８
０
０
円
（
保
険
代
、

受
講
料
）（
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
料

は
別
途
２
０
０
円
）

■
そ
の
他　

運
動
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

参
加
者
の
①
名
前
、

②
年
齢
（
学
年
）、③
保
護
者
の

名
前
、④
電
話
番
号
を
記
入
し

て
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

阿
田
峯
公
園
指
定
管
理
者

　
（
㈱
R
E
A
L  
S
T
Y
L
E
）

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
２
５
４
４

fax
０
７
４
５
・
５
２
・
２
４
５
５

子
育
て
サ
ー
ク
ル

　

に
じ
い
ろ
電
車

　

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

「
え
り
ち
ゃ
ん
先
生
」
も
参
加
。

域
か
ら
１
枚
ず
つ
、
１
組
。

▼
キ
ッ
ズ
部
門　

小
・
中
学
生

※

１
人
２
点
ま
で

■
応
募
締
切　

８
月
29
日
（
金
）

午
後
５
時

■
応
募
・
問
合
先　

吉
野
川
・

紀
の
川
流
域
協
議
会
事
務
局

（
和
歌
山
市
企
画
課
内
）

☎
０
７
３
・
４
３
５
・
１
０
１
５

※

詳
し
く
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

夏
休
み
こ
ど
も
テ
ニ
ス
教
室

　

夏
休
み
の
４
日
間
で
、
テ
ニ

ス
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
。
プ
ロ
の
コ
ー
チ
が
優
し
く

教
え
て
く
れ
ま
す
。

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

設
立
10
周
年
記
念

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議

会
の
設
立
10
周
年
を
記
念
し

て
、
次
の
と
お
り
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
テ
ー
マ　

吉
野
川
・
紀

の
川
の
自
然
の
風
景
や
、
生

き
も
の
の
生
態
を
題
材
に
し

た
作
品

▼
募
集
部
門　

①
上
・
中
・
下

流
部
門　

②
一
般
部
門　

③

キ
ッ
ズ
部
門

■
募
集
規
定

▼
上
・
中
・
下
流
部
門　

各
流

募　

集
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験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
・
受
験
講
習
日
時

▼
受
験
講
習
（
希
望
者
の
み
）

　

10
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

▼
試
験　

11
月
５
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜

■
会
場　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

■
手
数
料

▼
試
験　

８
５
０
０
円

▼
受
験
講
習　

３
０
０
０
円

■
申
込
期
間　

８
月
25
日
（
月
）

　

〜
９
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

  （
平
日
の
み
。
郵
送
不
可
。）

■
申
込
・
問
合
先　

下
水
道
課

　

本
庁
（
内
線
２
４
５
）

老
人
憩
の
家　

開
放
日

　

次
の
日
程
は
施
設
の
開
放
日

で
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※

乗
車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ

り
調
整
し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
五
條
市
内
方
面

　

８
月
15
日
（
金
）、
23
日
（
土
）

　

９
月
１
日
（
月
）、
19
日
（
金
）

▼
西
吉
野
方
面

　

８
月
４
日
（
月
）、
18
日
（
月
）

　

９
月
15
日
（
月
）、
27
日
（
土
） 

▼
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費

必
要
）、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、
マ

①
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

■
応
募
資
格　

平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
試
験
日　

▼
男
子　

９
月
16
日
（
火
）、
17

日
（
水
）
10
月
４
日
（
土
）、

５
日
（
日
）、
８
日
（
水
）

▼
女
子　

９
月
28
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

②
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

■
応
募
資
格　

平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
試
験
日　

９
月
20
日
（
土
）

■
試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

③
海
上
・
航
空
自
衛
隊
操
縦
学

生
（
男
女
）

■
応
募
資
格　

平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満

■
試
験
日　

９
月
23
日
（
火
）

■
試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

■
問
合
先　

自
衛
隊
奈
良
地
方

協
力
本
部
五
條
地
域
事
務
所

☎
２
２
・
３
７
８
９

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
試
験
・
講
習

　

次
の
と
お
り
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
の
資
格
試

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
メ
ニ
ュ
ー　

和
風
豆
腐
ハ
ン
バ

ー
グ
、
白
和
え
、
豆
腐
ス
ー
プ

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生（
料

理
研
究
家　
『
A
B
C
ラ
ジ
オ 

ド

ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康
司
で

す
。』火
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
利

用
団
体
会
費
３
０
０
円
を
含

む
。
今
年
度
同
講
座
に
参
加

し
た
人
は
材
料
費
の
み
。）

■
申
込
方
法　

８
月
23
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
持

ち
帰
り
用
の
タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

自
衛
官
採
用
試
験

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

９
月
９
日
（
火
）
ま
で

ヘ
ル
ス
講
座　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

音
楽
に
あ
わ
せ
た
ス
ト
レ
ッ

チ
で
正
し
い
呼
吸
法
を
学
び
、

身
体
を
活
発
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
28
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤 

貴
久
子
先
生

（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
利
用
団

体
会
費
の
み
。
今
年
度
ヘ
ル
ス

講
座
に
参
加
し
た
人
は
無
料
。）

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
方
法　

８
月
25
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

豆
腐
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
料

理
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
６
日
（
土
）

お
知
ら
せ

講　

座

試　

験

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

24イベント案内・お知らせ



■
相
談
時
間　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
そ
の
他　

電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
職
場
見
学
会
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
グ
ル

ー
プ
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

奈
良
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
５
０
０
６

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
直

接
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
７
日
（
木
）
、
28
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

高
野
山
真
言
宗
内
吉
野
支
部

寺
族
婦
人
会

し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
22
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
会
場　

中
央
公
民
館

■
内
容　

就
職
相
談
、
求
職
登
録

■
問
合
先

▼
奈
良
県
高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
５
・
２
４
・
２
０
０
７

▼
企
業
観
光
戦
略
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
５
）

若
者
の
職
業
的
自
立
を
支
援

な
ら
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
臨
床
心
理
士
が
、
15
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
、
仕
事
を
し
て
い

な
い
若
者
の
職
業
的
自
立
を
支

援
し
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
認
定
、

奈
良
県
委
託
事
業
と
し
て
運
営
）

■
場
所　

奈
良
県
中
小
企
業
会
館

（
奈
良
市
登
大
路
町
３
８‐

１
）

家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
（
場
所
）

▼
８
月
19
日
（
火
）　

午
前
９
時

〜
正
午
（
奈
良
県
文
化
会
館
）

▼
８
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
奈
良
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
）

■
相
談
対
応
者

　

専
門
看
護
師
、
協
会
役
員

■
相
談
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
奈
良
県
支
部　

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

奈
良
で
働
き
ま
せ
ん
か

高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

出
張
相
談
窓
口
開
設

　

夏
休
み
で
帰
郷
す
る
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
地
元
で
の
就
職
活

動
応
援
事
業
と
し
て
無
料
職
業

紹
介
の
出
張
相
談
窓
口
を
開
設

ッ
サ
ー
ジ
機
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
が
無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

▼
送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
の
際
は
名
前
、
電
話
番
号
、

乗
車
場
所
（
最
寄
の
バ
ス
停
）

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
カ
ラ
オ
ケ
は
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
）

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

※

大
塔
方
面
は
現
在
運
航
し
て

い
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

皆
さ
ん
の
個
別
相
談
会
開
催

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
）
の
悩
み
を
専
門

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

市
民
の
善
意

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
五
條
猫
塚
古
墳
（
西
河
内

町
）
は
、
北
宇
智
地
域
で
百
年

に
わ
た
っ
て
造
営
さ
れ
た
近
内

古
墳
群
の
首
長
墓
の
一
つ
で
す
。

丘
陵
に
は
さ
ま
れ
た
谷
間
の
水

田
中
に
あ
る
、
一
辺
約
27
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
の

方
墳
で
、
墳
丘
は
よ
く
残
る
も

の
の
、
大
形
の
前
方
後
円
墳
が

数
多
い
奈
良
県
で
は
目
立
た
な

い
存
在
で
し
た
。

　

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
３

月
、
墳
丘
の
開
墾
に
伴
う
遺
物

の
発
見
を
機
に
奈
良
県
教
育
委

　

五
條
文
化
博
物
館
は
、
平
成
23

年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
の
特
定

非
営
利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
法
人
が

管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
同

館
に
は
、
市
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
課
（
文
化
財
保
存
係
）
も

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
課
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
財
の
調
査
・
保
護
、
考
古
資

料
や
古
文
書
、
美
術
工
芸
品
等
の

博
物
館
で
の
保
管
・
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
と
次
回
は
、
今

年
３
月
に
実
施
し
た
埋
蔵
文
化
財

（
遺
跡
）
の
発
掘
調
査
の
成
果
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

五
條
市
域
で
は
、
五
〜
六
世
紀

代
に
、
古
墳
と
呼
ば
れ
る
有
力
者

の
墳
墓
が
１
５
０
基
ほ
ど
造
ら
れ

平成２６年８月発行  第７９０号

発行 五條市

編集 市長公室企画政策課

〒637-8501

奈良県五條市本町 1 丁目 1 番 1 号

☎0747・22・4001

ち町に古丘田

るる
探

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
３
４
１
４
人　
　
　

男
１
５
９
２
９
人　
　
　

  

女
１
７
４
８
５
人　

   　
　

世
帯
１
３
７
６
１

　
　

  　

（
▲
９
０
）　
　
　
　
　

   

（
▲
４
４
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
４
６
）　
　
　
　
　
　

      

（
▲
２
６
）

（
６
月
30
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

五
條
猫
塚
古
墳
の

　
　
　

発
掘
調
査
（
前
編
）

人
が
当
地
に
新
た
な
技
術
や
生

活
様
式
を
も
た
ら
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）
に

は
古
墳
一
帯
の
地
形
測
量
が
行

わ
れ
、
一
辺
32
メ
ー
ト
ル
の
墳

丘
の
周
囲
に
幅
約
15
メ
ー
ト
ル

の
堀
、
さ
ら
に
は
外
堤
を
巡
ら

せ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
築
造
時
の
大
き
さ
や

外
部
の
構
造
が
不
詳
で
し
た
の

で
、
古
墳
の
範
囲
・
内
容
を
確

認
す
る
目
的
で
、
発
掘
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
続
く
）

　

五
條
文
化
博
物
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　

前
坂　

尚
志

～彩りのまち五條～
第９回五條市観光協会主催
フォトコンテスト入選作品紹介 No,5 石川　勝義「雪の皇居跡」

入選

員
会
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
竪
穴
式
石
室
の
内
外
か

ら
金
銅
装
冑
や
小
札
甲
、
金
銅

製
帯
金
具
、
鉄
鏃
、
農
工
具
、

漁
具
、
鍛
冶
具
な
ど
の
副
葬
品

が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。
特
に

蒙
古
鉢
形
冑
（
第
１
回
〔
平
成

20
年
６
月
号
〕
参
照
）
は
日
本

列
島
で
も
稀
少
な
形
式
で
、
他

の
金
銅
製
品
と
と
も
に
、
東
ア

ジ
ア
の
金
属
器
製
作
技
術
の
影

響
を
強
く
受
け
た
品
と
さ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
五
條
猫

塚
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
五
世
紀

中
頃
に
は
、
大
陸
か
ら
の
渡
来

ち
か
う
ち

た
て
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

が
い
て
い

こ
ん
ど
う
そ
う
か
ぶ
と

こ
ざ
ね
よ
ろ
い

お
び
か
な
ぐ

て
つ
ぞ
く

か　

じ　

ぐ

も
う
こ
ば
ち
が
た

五
條
猫
塚
古
墳
調
査
区
全
景（
北
西
か
ら
）

第９回五條市観光協会主催
フォトコンテスト入選作品紹介

石川　勝義「雪の皇居跡」
入選

県
内
遺
跡
の

発
掘
調
査
成
果
紹
介
中

大和を掘る３２
２０１３年度
発掘調査速報展
会期  ９月７日（日）まで
　　　　　　　（月曜休館）

■会場　県立橿原考古学研究所

附属博物館

　　　　☎０７４４・２４・１１８５

市  民  ご  よ  み

８月４日（月）～1８日（月）
 賀名生スイミングプールオープン
　時間◎13時～15時30分
　問合◎生涯学習課 本庁(内線812)
　　　　 賀名生スイミングプール

　　　　 ☎３２・０６７５（オープン時のみ）

８月４日（月）・２７日（水）
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

８月１１日（月）　
 人権を確かめあう日

 児童扶養手当の定時支払日
　指定した口座に、４月分から
　７月分までを支払います。
　問合◎児童福祉課
　　　　本庁（内線３６６）

８月１４日（木）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

８月２８日（木）
 五條市結婚相談所開設
　場所◎福祉センター
　時間◎13時30分～1６時
　問合◎児童福祉課 本庁(内線348)

毎週火・木曜日
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　保険課 本庁（内線266）
　　　　　税務課 本庁（内線260）

８月は
国民健康保険税第２期
市県民税第 2期
納期限は９月１日（月）まで

広報五條広報五條
みんなとつながる。こうほうごじょう。

広報五條
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